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１．はじめに 

 旭川管内ののり面は旧タイプアンカーで切土のり面

の補強対策を行っている個所が１６個所存在し，その

内９箇所が特定更新事業の対象となっている．また，

過年度において，グランドアンカーの健全度調査，ボ

ーリング調査や観測機器による経過観察が実施され，

それらを基に今後の切土のり面の補強対策が策定され

ている． 

 本論文では，過去に発生したのり面崩壊の原因と対

策を交えながら，代表的なのり面について述べると供

に，今後対策工を実施していくにあたっての課題等に

ついて報告する． 

２．旭川管理事務所管内ののり面の状況について 

 旭川管理事務所管内において対策済みののり面は１

７地区存在し，その内現在動態観測を行っている地区

が１０箇所である（表－１）．上記のり面の内，特定

更新の対象のり面は９箇所存在し，それらに対し，過

年度でリフトオフ試験及びアンカー頭部詳細調査を実

施している．そのリフト試験の結果を表－２に示す．

特定更新の対象となっているのり面は基本的に旧タイ

プアンカーで施工を行っており，かつ機能損失が認め

られる地区である．のり面ごとに上記の調査を実施し，

対策工を実施する優先順位をつけている．旧タイプの

アンカーとは水密性が十分ではない昭和６３年度に改

定された基準に基づいて施工されていないアンカーで

あり，アンカーの金属部分に浸水が生じて，錆びさせ

る可能性があることやアンカー設置から年数が経って

いることで経年劣化が生じており，更新の必要性があ

るものとなっている．また，リフト試験とは頭部キャ

ップを取り外し，油圧ジャッキをアンカー頭部に設置

してグランドアンカーに作用する残存引張り力を測定

するための試験であり，その際に合わせてアンカー頭

部の定着具の状況の詳細調査を行う（写真－１）．旭

川管理事務所では，表－２の内，丸加山地区及び空知

太①の地区の対策工を代表例にとって，その両地区を

中心に変状原因や今後の対策や問題点について示して

いきたい． 

３．のり面地区ごとの対策工と今後の課題について 

（１）丸加山地区 

丸加山地区は建設当時において，道路建設工事の切

土掘削に第１のり面に７０～８０ｍのすべり面が発生

した．その際に頭部排土・集水井・アンカー工などを

施工した地区である． 

 平成３１年度の調査時点で進行性のある変状は確認

されていないが，機能不全のアンカーが確認されてお

り，対策の更新を行う． 

検討した対策工法の評価を表－３に示す．構造物の

維持管理が不要で，施工性が最もよく，安価で行える

排土工を選定した．また，本工法では，一般道から工

事用道路を造成し施工を行うことで本線上の規制を伴

わない施工方法となる（図－１）．ただし，排土工を

実施する場合には土地の追買が必要である．その為，

令和３年度に他部署にて区域変更の協議を実施した．

今後，土地所有者である滝川市との協議を実施し，契

約手続きを行う予定である． 

（２）空知太①地区 

空知太①地区は建設当時において，本線排土の運搬

路掘削時に小崩壊が発生した．その際に抑止杭，杭頭

アンカー，グラウンドアンカー工と吹付のり枠工を施

工した地区である．しかし，再度のり面に変状が生じ

たため，のり枠内に PC 板＋グラウンドアンカーを打

設した．その後，平成２５年に再緊張を実施している．

調査の際に引き抜けアンカーを確認しており，対策の

更新を行う必要がある． 

 平成２７年度の調査時点で６１％のアンカーが弛緩

しており，機能が大きく低下しているが，地すべりの

変動や斜面崩壊の兆候は見られない．弛緩の原因とし

てはアンカー引抜試験時に定着部から錆の付着が確認

されたことから地下水が浸透した可能性がある．この

ため，グラウトの充填不足・グラウトの劣化及び強度

低下が主要因であると推察される． 

検討した対策工法の評価を表－４に示す．施工性と

安全性を考慮し，グラウンドアンカーの増し打ちを選

定した．経済性のみを考慮した場合，丸加山地区と同

様に排土工が優位となるが，本地区においては，段上

の地すべり面が存在するため地すべりを誘発する可能

性があるため不採用とした．水密性が低い旧タイプの

アンカーであるため，新タイプのアンカーで対策を行

うことで，地下水の浸透を防止する． 

（３）課題 

今回示した両地区を含んだほとんどの地区において

対策工の設計が完了しているが，納内西地区・空知太

②においては，設計が未了である．その理由としては，

上記２地区においてはグラウンドアンカーだけでなく

併用抑止杭を同時施工して，対策を実施している個所

である．その為，アンカーの評価に加えて抑止杭の評

価も併せて行う必要がある．対策の考え方としては，  

表－１ 管内ののり面一覧 

Ｎｏ 地区名 動態観測の有無 

１ 美唄チャシュナイ － 

２ 茶志内 実施中 

３ 奈井江南 実施中 

４ 奈井江 － 

５ 北光南 － 

６ 北光北 － 
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７ 石山 － 

８ 空知太 実施中 

９ 空知太南 実施中 

１０ 江部乙地区 － 

１１ 丸加山地区 実施中 

１２ 納内西地区 実施中 

１３ 納内中地区 実施中 

１４ 納内東地区 実施中 

１５ 比布 実施中 

１６ 比布北 実施中 

１７ 剣淵地区 － 

  ※枝番は省略 

 

表－２ 特定更新対象のり面一覧及びリフト試験結果 

Ｎｏ 地区名 試験結果 

１ 奈井江② 弛緩・過緊張 

３ 空知太① 過緊張 

４ 空知太② 過緊張 

５ 空知太南① 弛緩 

６ 空知太南② 弛緩 

７ 丸加山 弛緩・過緊張 

９ 納内西 過緊張 

１０ 納内中 弛緩 

１１ 納内東 弛緩・過緊張 

 

表－３ 丸加山地区の対策工選定表 

工法 
検討項目 総合

評価 施工性 安全性 経済性 

抑止杭工 △ △ × × 

グランドアンカー工 〇 〇 △ 〇 

排土工 △ × 〇 × 

抑え盛土工 △ △ × × 

 

既設アンカーの抑止力を考慮せずに安定計算を行うこ

とを基本としているため，既存の抑止杭を無視し，新

タイプアンカーで対策を行うという考え方もあるが，

抑止杭が健全な場合，過剰な設計になる可能性がある．

また，納内西地区においては現在も変異が生じている

地区でもあるため，アンカーの更新だけでなく，どの

ような追加対策も合わせて実施するか検討を行ってい

く必要がある．対策工法の検討だけでなく，地区に 

 

 

 

 

よっては施工箇所付近に住宅区域もあるため，騒音対

応や地域住民への説明等も滞りなく実施する必要があ

る． 

４．おわりに 

旭川管理事務所管内に存在するのり面地区の一覧を

提示し，その中でいくつかのり面地区の対策工等を示

した．今後は旭川管内ののり面対策工を遅滞なく実施

する為，各地区における課題を解消する検討を計画的

に行っていきたい． 

 

表―４ 空知太①地区の対策工選定表 

工法 

検討項目 
総

合

評

価 

施

工

性 

維

持

管

理 

用

地

条

件 

経

済

性 

排土工 〇 △ × ◎ 〇 

法枠工 

＋グランドアンカー 
△ × 〇 〇 △ 

鋼製受圧板 

＋グランドアンカー 
× × △ △ × 

鋼管杭 △ △ 〇 × × 

 

 

写真‐１ リフトオフ試験 

 

 

図－１ 丸加山地区の位置図 
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